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口頭発表

防除（物理的・化学的・その他）
2024年3月29日(金) 09:00 〜 11:30  A会場 (橘)
 

 

11:15 〜 11:30

ネギハモグリバエ幼虫のバイオタイプ間における薬剤殺虫効果の差
◯中島 優介1、德丸 晋虫1 (1. 京都府農林水産技術センター)
 
ネギハモグリバエバイオタイプＢは，2016年に京都府内のネギで初めて発生が確認され，これまでに東北から九
州地域までの広い範囲で発生が確認されている．これまでに演者らは，バイオタイプ Bに対する薬剤殺虫効果につ
いて報告したが，バイオタイプ Aに対する薬剤殺虫効果は，2002年(徳丸･岡留, 2004)に調べられたのみであ
る．そこで， 2022年に京都府内のネギほ場から採集したバイオタイプ Aの２齢幼虫に対する薬剤殺虫効果につい
て，ネギ葉浸漬法(徳丸･岡留, 2004)により調べた．その結果，70%以上の補正死虫率を示した殺虫剤は，シアン
トラニリプロール水和剤のみであり，50から69％の補正死虫率を示した剤は，フルキサメタミド乳剤で
あった．シアントラリニプロール水和剤は，バイオタイプ Bの２齢幼虫に対しても高い殺虫効果を示した（中
島・德丸, 2022）ことから，本剤は両バイオタイプに対して有効な殺虫剤であると考えられた．また，2002年に
採集されたバイオタイプ Aの２齢幼虫に対する殺虫効果（徳丸・岡留, 2004）と比べると今回のバイオタイプ
Aに対する殺虫効果は全体的に低かった．


